
◎
課
題
意
識
と
狙
い

　

三
重
大
で
は
「『
４
つ
の
力
』
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」（
以
下
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
）
が
１
年
次
の
必

修
科
目
で
あ
る
（
人
文
学
部
は
選
択
制
）。

同
大
が
教
育
目
標
と
し
て
設
定
し
た
「
感

じ
る
力
」「
考
え
る
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」「
生
き
る
力
」
の
４
つ
の
力

を
軸
に
、
学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
た
め

の
素
地
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
科
目
だ
。

　
「
教
育
目
標
が
掛
け
声
だ
け
に
終
わ
ら

な
い
よ
う
に
、
学
生
に
し
っ
か
り
浸
透

さ
せ
る
た
め
に
必
修
科
目
に
し
ま
し
た
」

と
、
授
業
を
担
当
す
る
高
等
教
育
創
造

開
発
セ
ン
タ
ー
の
中
島
誠
講
師
は
説
明

す
る
。
以
前
か
ら
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
＊
1
）
に

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
１
年

次
の
早
い
う
ち
に
基
本
的
な
学
び
の
姿

勢
を
養
成
し
た
い
」
と
い
う
全
学
的
な

意
向
も
導
入
の
背
景
に
あ
る
。

◎
取
り
組
み
内
容

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
同

大
の
共
通
教
育
（
い
わ
ゆ
る
一
般
教

養
）
の
核
と
な
る
科
目
だ
。
全
15
週
の

授
業
が
あ
り
（
図
１
）、
担
当
は
中
島

講
師
、
同
セ
ン
タ
ー
の
長
濱
文
与
准
教

授
、
中
山
留
美
子
講
師
の
３
人
。
学
部

所
属
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
る
が
、
主

に
こ
の
３
人
の
教
員
が
、
30
ク
ラ
ス
（
１

ク
ラ
ス
は
４
人
×
10
グ
ル
ー
プ
）、
計
約

１
２
０
０
人
の
新
入
生
の
ほ
ぼ
全
員
を

指
導
す
る
。

　

半
期
の
授
業
で
の
グ
ル
ー
プ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
「
４
つ
の
力
」
の

ス
キ
ル
を
学
び
、
最
終
的
に
は
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
取
り
組

み
、
発
表
す
る
。
発
表
テ
ー
マ
は
、「
節

約
生
活
の
方
法
」「
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」「
ど
ん
な
医
師
に
な
り
た
い
か（
医

学
部
）」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
発
表
に
対

し
て
、
教
員
や
同
じ
ク
ラ
ス
の
学
生
か

ら
論
理
の
一
貫
性
な
ど
を
厳
し
く
評
価

さ
れ
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
る
。

　
「
こ
の
学
び
を
通
し
て
学
生
は
、
主
体

的
に
学
ぶ
こ
と
や
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン

キ
ン
グ
な
ど
の
ス
キ
ル
の
重
要
性
を
知

り
、
そ
の
後
の
専
門
教
育
に
生
か
す
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
に
出
て
も
役
立

つ
、
新
入
社
員
研
修
の
よ
う
な
側
面
も

あ
り
ま
す
」（
教
育
学
部
・
南

み
な
み

学ま
な
ぶ

教
授
）

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
授
業

は
週
１
回
行
わ
れ
る
（
２
単
位
）。
毎

回
の
授
業
の
前
半
は
講
義
、
後
半
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
行
さ
せ
る
た
め
の
グ

大学選択
　新たな視点

学生が伸びる学び方

専
門
教
育
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
と
な
る
﹁
初
年
次
教
育
﹂
を
積
極
的
に
行
い
︑

学
生
が
大
学
で
の
学
び
に
向
か
う
意
欲
を
高
め
︑
ス
キ
ル
養
成
や
専
門
教
育
へ
の
土
台
づ
く
り
を
行
う
大
学
に
つ
い
て
︑

10
月
号
に
引
き
続
き
西
日
本
に
あ
る
２
校
を
紹
介
す
る
︒

大
学
で
の
学
び
へ
の
意
欲
と
ス
キ
ル
を

育
成
す
る
初
年
次
教
育〈
西
日
本
編
〉

今
号
の
視
点

教
育
目
標
で
あ
る﹁
４
つ
の
力
﹂の

定
着
を
初
年
次
に
徹
底

三
重
大

﹁﹃
４
つ
の
力
﹄
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
﹂
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ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
充
て
ら
れ

る
。
授
業
の
講
義
や
グ
ル
ー
プ
活
動
で

は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
専
用
の

テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
、
テ
ー
マ
を
深
め
た

り
、
議
論
を
活
性
化
し
た
り
す
る
た
め
に

必
要
な
ス
キ
ル
を
学
び
つ
つ
進
め
ら
れ

る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
教
育
目
標
で
あ

る
４
つ
の
力
の
要
素
を
全
ク
ラ
ス
同
じ
レ

ベ
ル
で
伝
え
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。
テ
キ
ス
ト
に
は
次
回
予
告
や
振
り
返

り
シ
ー
ト
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
予
習
・

復
習
、
授
業
外
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
、
自
主
的
な
学
習
に
も
取
り
組
む
こ
と

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

学
生
が
自
主
的
に
取
り
組
ま
ざ
る
を

得
な
い
仕
掛
け
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
の
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。

　

三
重
大
で
は
他
に
各
学
部
の
基
礎

ゼ
ミ
も
あ
る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
「
大
学
と
し
て
共
通
で
養

成
し
た
い
も
の
」、
基
礎
ゼ
ミ
は
「
学

部
固
有
に
必
要
な
ス
キ
ル
養
成
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
共
通
教
育
に
は
共
通
セ

ミ
ナ
ー
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
セ
ミ
ナ
ー
と
呼
ば

れ
る
学
部
横
断
型
の
ゼ
ミ
形
式
科
目

（
選
択
制
）
も
あ
り
、
大
学
で
学
ぶ
土

台
づ
く
り
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

◎
成
果
と
課
題

　

専
門
教
育
や
他
の
科
目
担
当
の
教

員
か
ら
は
、「
グ
ル
ー
プ
学
習
に
慣
れ

て
い
る
の
で
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
の
授
業
を

し
や
す
く
な
っ
た
」「
学
部
で
一
か
ら

教
え
な
く
て
も
共
同
作
業
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
評
価
を
得
て
い
る
。

　

生
物
資
源
学
部
１
年
の
山
形
隼は

や

大た

さ
ん

は
、
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め
る
の
は
大
変

だ
っ
た
と
振
り
返
る
。

　
「『
就
職
を
ど
う
有
利
に
す
る
か
』
を

テ
ー
マ
に
決
め
、
昼
休
み
や
授
業
の
空
き

時
間
な
ど
に
、
図
書
館
で
の
資
料
収
集

や
、
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
取
材

を
し
た
他
、
親
の
話
を
聞
い
た
り
、
ネ
ッ

ト
で
調
べ
た
り
と
、
授
業
外
学
習
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ

た
情
報
は
グ
ル
ー
プ
で
持
ち
寄
っ
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め
る

力
、
皆
の
意
見
を
要
約
す
る
力
、
資
料
の

作
り
方
や
発
表
の
仕
方
、
社
会
人
と
し
て

の
マ
ナ
ー
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
学
ぶ

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
更
に
、
自
分

か
ら
動
か
な
い
と
相
手
も
動
か
な
い
こ
と

も
身
を
以
て
知
り
ま
し
た
」

　

今
で
は
学
生
が
こ
の
科
目
を
「
４
つ
の

力
」
と
略
し
て
呼
ぶ
ほ
ど
学
内
で
定
着
し

て
い
る
。
課
題
は
、
学
部
の
２
年
次
以
降

の
教
育
と
の
接
続
だ
。
学
部
・
学
科
に

よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

関
与
に
差
が
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
全
学

部
・
学
科
で
円
滑
に
接
続
で
き
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
今
の
形
が
完
成
型

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、初
年
次
教
育（
共

通
教
育
）
の
あ
り
方
自
体
の
見
直
し
を
含

め
、
改
善
を
続
け
て
い
く
と
い
う
。

◎
課
題
意
識
と
狙
い

　

近
畿
大
で
は
、
全
学
部
で
１
年
次
の
基

礎
ゼ
ミ
が
必
修
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
、

「
マ
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
」
と
い
う
、

半
期
ご
と
に
面
談
を
行
い
な
が
ら
学
生
の

目
標
・
達
成
カ
ル
テ
の
作
成
に
取
り
組
む

な
ど
、
少
人
数
教
育
や
学
生
個
別
の
対
応

に
力
を
入
れ
る
。
特
に
、
２
０
１
０
年
度

新
設
の
総
合
社
会
学
部
で
は
、
よ
り
「
教

育
」
に
重
点
を
お
い
た
体
制
が
取
ら
れ
た
。

　

総
合
社
会
学
科
１
学
科
（
入
学
定
員

４
５
０
人
）
に
、
社
会
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

系
、
心
理
系
、
環
境
系
の
３
専
攻
を
設
置

し
、
47
人
の
専
任
教
員
で
構
成
さ
れ
る
同

学
部
は
、
小
さ
な
総
合
大
学
と
も
い
え

る
。
同
学
部
の
１
年
次
前
期
に
は
所
属
専

攻
の
「
基
礎
ゼ
ミ
」
が
あ
り
、
後
期
に
は

専
攻
横
断
の
「
専
門
基
礎
演
習
」
が
あ
る
。

通
年
で
、
ゼ
ミ
が
必
修
と
な
る
シ
ス
テ
ム

だ
（
Ｐ
．44
図
２
）。

少
人
数
ゼ
ミ
で
ス
キ
ル
と
共
に

人
間
関
係
や
視
野
を
広
げ
る

近
畿
大

基
礎
ゼ
ミ
・
専
門
基
礎
演
習

図１ 三重大「『４つの力』スタートアップセミナー」の授業内容

＊大学資料を基に編集部で作成

毎回、授業の冒頭30分で前時の振り返り、本時のテーマについての講義が30分、その後グループ討議
を行う。毎回、振り返りを行いながら、グループでの議論の深まりに合わせてスキルについてレクチ
ャーをする。

導入、大学での学び（モチベーション）

グループ活動の基本（社会人としての態度）

アイデアの発想（感性）

テーマの設定（課題探求力）

情報の種類と特徴（情報受発信力）

計画の立て方（問題解決力）

情報収集における手順とマナー（倫理観）

回 テーマ

1

2

3

4

5

6

7

プロジェクトのピアレビュー（感性、共感）

情報の吟味（批判的思考力）

レポートの作成（論理的思考力）

発表の方法（情報受発信力）

プロジェクト発表と評価（統合力）

プロジェクトの振り返り（統合力）

全体の振り返り（統合力）

8

9

10

11

12・13

14

15
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総
合
社
会
学
部
事
務
部
の
木き

地じ

平ひ
ら

浩
次

事
務
長
は
、「
高
校
と
違
い
、
大
学
は
ク

ラ
ス
単
位
で
授
業
を
受
け
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
学
生
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、

居
場
所
の
あ
る
学
部
に
し
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
教
員

が
集
ま
る
学
部
の
特
性
を
生
か
し
、
多
く

の
教
員
と
接
点
を
持
つ
こ
と
で
多
様
な
考

え
方
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た

か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ
中
心

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
た
背
景
で
す
」
と

そ
の
意
図
を
語
る
。

◎
取
り
組
み
内
容

　

前
期
の
基
礎
ゼ
ミ
で
は
、
新
入
生
は
専

攻
ご
と
に
１
ク
ラ
ス
12
〜
15
人
で
組
ま

れ
、
学
部
共
通
の
テ
キ
ス
ト
を
使
い
な
が

ら
、
大
学
で
の
学
び
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
法
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
な
ど
を
学

ぶ
。
他
大
学
の
初
年
次
ゼ
ミ
で
は
１
人
の

教
員
が
15
コ
マ
を
担
当
す
る
も
の
が
多
い

が
、
同
学
部
で
は
、
学
生
の
所
属
専
攻
の

３
人
の
教
員
が
自
分
の
専
門
の
話
題
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
５
コ
マ
ず
つ
担
当
し
、
こ

れ
ら
の
ス
キ
ル
を
指
導
す
る
。

　

授
業
は
教
員
各
自
の
研
究
室
で
行
わ
れ

る
。
学
生
は
複
数
の
教
員
と
交
流
し
、
研

究
室
で
学
ぶ
こ
と
で
、
同
じ
専
攻
の
教
員

で
あ
っ
て
も
視
点
や
考
え
方
だ
け
で
な

く
、
研
究
室
の
蔵
書
の
種
類
ま
で
違
う
こ

と
を
知
る
。

　

総
合
社
会
学
部
環
境
系
専
攻
の
久ひ

さ

隆た
か

浩ひ
ろ

教
授
が
担
当
す
る
基
礎
ゼ
ミ
の
５
コ
マ
の

授
業
で
は
、「
自
己
紹
介
」「
新
聞
の
社
説

を
読
ん
で
見
出
し
を
付
け
る
」「
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
合
意
形
成
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

な
ど
、
密
度
の
濃
い
ゼ
ミ
活
動
を
行
う
。

特
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
意
見
の

多
様
さ
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
こ
と
を

強
調
す
る
。

　

後
期
の
専
門
基
礎
演
習
で
は
、
ク
ラ
ス

替
え
が
あ
り
、
３
つ
の
専
攻
の
学
生
混
合

の
12
〜
15
人
１
ク
ラ
ス
の
編
成
と
な
る
。

教
員
も
３
つ
の
専
攻
の
教
員
が
入
れ
替
わ

り
、
２
週
ず
つ
計
７
人
で
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
を
基
に
ゼ
ミ
を
進
め
る
。

　

こ
の
結
果
、
１
年
次
を
終
え
た
時
点

で
、
学
生
は
10
人
の
教
員
と
接
点
を
持
つ

だ
け
で
な
く
、
専
攻
を
超
え
た
学
内
の
学

び
の
友
人
を
多
数
得
ら
れ
る
。

　
「
こ
の
仕
組
み
は
学
生
に
好
評
で
す
。

多
く
の
先
生
に
出
会
え
る
、
さ
ま
ざ
ま
な

考
え
方
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
、
他
専
攻

に
仲
間
が
出
来
る
こ
と
が
、
そ
の
理
由
で

す
。
こ
の
仕
組
み
は
『
先
生
と
仲
良
く
な

ろ
う
よ
！
』
が
最
大
の
目
的
で
す
。
大
学

を
好
き
に
な
る
、
先
生
を
好
き
に
な
る
こ

と
が
学
習
の
動
機
付
け
に
つ
な
が
り
、
自

分
の
専
門
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
の
で
す
。
教
員
も
１
年

間
で
１
２
０
人
の
学
生
と
接
す
る
中
で
、

顔
と
名
前
が
一
致
す
る
学
生
が
増
え
、
個

別
対
応
が
可
能
に
な
る
の
で
す
」（
久
教
授
）

◎
成
果
と
課
題

　

学
生
は
教
員
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
で

教
員
の
専
門
分
野
や
授
業
に
興
味
が
湧
く

と
い
う
好
循
環
も
見
ら
れ
、
そ
の
結
果
、

２
年
次
以
降
の
科
目
選
択
も
ス
ム
ー
ズ
に

出
来
て
い
る
よ
う
だ
。
大
学
が
行
う
学
生

意
識
調
査
で
は
、
１
年
次
で
の
体
験
が
、

２
年
次
以
降
の
学
び
へ
の
期
待
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
も
出
た
。

　

社
会
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
系
専
攻
３
年
生

の
山
本
雪ゆ

き

乃の

さ
ん
は
、「
議
論
や
自
分
の

意
見
の
発
表
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
で
学

ぶ
き
っ
か
け
が
つ
か
め
た
」
と
振
り
返
る
。

　
「
後
期
は
先
生
が
２
週
で
交
代
す
る
の

で
、
７
人
の
先
生
の
専
門
分
野
に
触
れ
、

２
年
次
以
降
の
ゼ
ミ
を
選
ぶ
き
っ
か
け
を

つ
か
め
ま
し
た
。
先
生
と
研
究
室
で
お
昼

を
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
１
年
次

の
ゼ
ミ
で
知
り
合
っ
た
学
生
と
は
今
も
仲

良
し
と
、
交
友
関
係
も
広
が
り
ま
し
た
」

　

久
教
授
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
学
生

の
二
極
化
を
挙
げ
る
。

　
「
我
々
の
狙
い
通
り
の
力
を
発
揮
で
き

て
い
る
学
生
と
、
な
ん
と
な
く
学
生
生
活

を
送
っ
て
し
ま
う
学
生
が
い
ま
す
」　　

　

課
題
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
生

ほ
ど
厳
し
さ
を
感
じ
て
い
る
が
、
そ
う
で

な
い
学
生
は
楽
だ
と
感
じ
て
い
る
と
い

う
。
そ
う
し
た
学
生
に
は
、
評
価
方
法
の

改
善
や
「
マ
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
」
の

面
談
を
利
用
し
た
個
別
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

図２ 近畿大総合社会学部の４年間のゼミ教育

社会・マスメ
ディア系専攻

心理系専攻

環境系専攻

基礎ゼミ

２年次１年次 ３年次

基礎講読 専門演習（卒業論文・制作）

基礎ゼミ 心理学講読 専門演習（卒業論文）

基礎ゼミ 演　習 卒研ゼミナール（卒業論文）

１年次の基礎ゼミ・専門基礎演習で学びの素地を身に付け、２年次以降の専門ゼミへ
と橋渡しされる。ゼミ教育を中心に、専門を深める仕組みになっている。

専門
基礎演習
（専攻横断）

＊大学資料を基に編集部で作成
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な
ど
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
10
年
度
に
入
学
し
た
１
期
生
が
卒

業
す
る
時
点
で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
改
善

点
を
見
つ
け
て
い
く
予
定
だ
。

　

三
重
大
で
は
「
４
つ
の
力
」
と
い
う
大

学
の
教
育
目
標
に
準
じ
た
ス
キ
ル
を
養
成

し
、
近
畿
大
総
合
社
会
学
部
で
は
ス
キ
ル

養
成
と
共
に
学
生
の
意
欲
向
上
や
視
野
の

拡
大
を
狙
い
と
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、

初
年
次
に
大
学
で
学
ぶ
た
め
の
レ
デ
ィ
ネ

ス
を
し
っ
か
り
つ
く
る
好
例
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
三
重
大
で
は
３
人
の
教
員
が
テ

キ
ス
ト
制
作
も
含
め
、運
営
・
改
善
を
チ
ー

ム
で
行
い
、
近
畿
大
総
合
社
会
学
部
で
は

複
数
の
教
員
が
１
つ
の
ク
ラ
ス
を
担
当
す

る
た
め
、
情
報
交
換
を
密
に
行
っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
組
織
的
な
取
り
組
み
は
、

授
業
内
容
の
水
準
を
維
持
・
改
善
し
て
い

く
た
め
の
１
つ
の
解
と
い
え
る
。

　

学
び
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
取
り
組
み

の
運
営
が
組
織
的
、
安
定
的
に
な
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
に
注
目
す
る
こ
と
も
、
大

学
選
び
の
１
つ
の
指
標
と
な
る
だ
ろ
う
。

取
材
・
編
集
協
力
：
山
内
太た

い

地じ

教
育
内
容
に
プ
ラ
ス
し
て

運
営
体
制
に
も
注
目

進
路
指
導
に
生
か
す

特徴的な初年次教育実施大学 西日本編

　

１
年
次
対
象
に
開
講
す
る
ゼ
ミ
形
式
の

科
目
。
歴
史
・
地
理
・
古
典
の
講
読
や
、

環
境
・
資
源
・
宇
宙
、
医
学
等
の
最
先
端

の
学
問
、
野
外
実
習
な
ど
、
総
合
大
な
ら

で
は
の
豊
富
な
内
容
だ
。
た
だ
し
、
新
入

生
の
６
割
ほ
ど
し
か
受
講
で
き
な
い
。

　

１
年
次
前
期
の
「
基
礎
演
習
」
で
、
文

献
講
読
や
少
人
数
で
の
討
論
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
び
、
そ
の
後
、「
イ

ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
課

題
探
求
演
習
）」
で
課
題
解
決
法
を
学
ぶ
。

２
年
次
後
期
の
「
論
文
演
習
」
で
は
、
修

了
論
文
を
執
筆
す
る
。

　

入
学
予
定
者
を
対
象
に
入
学
前
教
育
を

実
施
。
入
学
後
の
導
入
教
育
科
目
「
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」
に
つ
な
げ
、

経
済
活
動
の
現
場
で
社
会
体
験
を
す
る
科

目
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
も
用
意

す
る
。
い
ず
れ
も
選
択
科
目
。

　

開
学
時
か
ら
担
任
制
を
導
入
。
担
任
は

１
年
生
の
ゼ
ミ「
初
期
演
習
」も
担
当
す
る
。

５
月
の
体
育
祭
は
全
員
参
加
。
学
科
単
位

で
競
う
応
援
合
戦
は
上
級
生
が
指
導
す
る
。

２
泊
３
日
の
宿
泊
研
修
も
全
員
参
加
。

三
重
大
教
育
学
部

家
政
科
教
育
コ
ー
ス
１
年

田
中
里り

奈な

（
私
立
鈴
鹿
中
学
校
・
高
校
卒
業
）

意
見
の
言
い
方
や

話
を
聴
く
姿
勢
が
変
わ
っ
た

近
畿
大
総
合
社
会
学
部

環
境
系
専
攻
３
年

野
間
彩さ

希き

（
大
阪
市
立
東
高
校
卒
業
）

初
対
面
の
人
と
で
も
話
し

発
表
も
苦
に
な
ら
な
く
な
っ
た

学 生 V O I C E

　
「『
４
つ
の
力
』
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
は
グ
ル
ー
プ
活
動
中
心
の
授
業
で
、

グ
ル
ー
プ
内
の
役
割
分
担
や
互
い
の
進
行
状

況
を
把
握
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。
私
は
中

学
・
高
校
時
代
は
何
で
も
自
分
１
人
で
突
っ

走
っ
て
し
ま
う
タ
イ
プ
で
、
グ
ル
ー
プ
活
動

に
は
前
向
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
授
業
を
通
し
て
、
自
分
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
や
責
任
感
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
、

成
果
を
出
す
難
し
さ
を
痛
感
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
観
と
客
観
の
両
方
の
視
点
を
持

つ
よ
う
に
先
生
か
ら
よ
く
指
摘
さ
れ
、
他
人

に
対
し
て
の
自
分
の
意
見
の
言
い
方
も
学
び

ま
し
た
。
毎
回
、授
業
後
に
「
振
り
返
り
シ
ー

ト
」
で
反
省
し
た
こ
と
で
、
意
識
で
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。最
後
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
も
言
い
た
い
こ
と
が
伝
わ
ら
ず
反
省
ば

か
り
で
し
た
が
、
発
表
の
構
成
自
体
は
評
価

さ
れ
た
の
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

授
業
を
聴
く
姿
勢
も
変
わ
り
ま
し
た
。
初

め
は
興
味
が
持
て
な
か
っ
た
授
業
も
、
板
書

を
単
に
写
す
の
で
は
な
く
、「
先
生
の
伝
え
た

い
こ
と
は
何
だ
ろ
う
」
と
意
識
し
て
聴
く
と

だ
ん
だ
ん
興
味
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
知

ら
な
い
こ
と
は
調
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

前
期
の
基
礎
ゼ
ミ
で
は
、
先
生
や
他
の
学

生
と
、「
意
見
を
言
う
↓
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
て

発
表
す
る
↓
議
論
す
る
」
を
何
度
も
繰
り
返

し
ま
し
た
。
学
生
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
先
生

と
も
「
距
離
が
近
い
」
と
感
じ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。
後
期
の
ゼ
ミ
で
、
他
の
専
攻

の
先
生
や
学
生
と
の
関
係
も
う
ま
く
つ
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ど
の
先
生
の
授
業
で
も
発
表
の
機
会
が
多

く
、
資
料
作
成
や
発
表
に
も
慣
れ
ま
し
た
。

３
年
生
に
な
っ
た
今
は
久
先
生
の
ゼ
ミ
で
、

地
域
の
小
学
校
や
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、

広
島
県
三
次
市
の
限
界
集
落
の
調
査
な
ど
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
１
年
次
の
ゼ

ミ
で
の
経
験
が
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
知
ら
な
い
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、

人
前
で
の
発
表
が
苦
に
な
ら
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
聴
い
た
話
を
そ
の
場
で
自
分
な
り

に
ま
と
め
、
更
に
深
い
質
問
を
す
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
入
学
前
ま
で
は
、
知
ら
な
い
人
や
大
人

と
話
す
こ
と
が
苦
手
で
、
授
業
で
も
当
た
る

の
が
嫌
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
抵
抗
あ
り

ま
せ
ん
。

担
任
制

入
学
前
教
育
と
導
入
教
育
科
目

基
礎
演
習
な
ど

ポ
ケ
ッ
ト
・
ゼ
ミ

◦
武
庫
川
女
子
大

◦
同
志
社
大
商
学
部

◦
大
阪
市
立
大
経
済
学
部

◦
京
都
大

初年次教育に少人数のゼミ形式を取り入れる大学・学部を紹介
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